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１　調査の背景・目的
子どもたちの貧困は、世代間の連鎖を通じて、子どもたちの将来への夢や希望を奪うこと
にもつながりかねない問題です。
そうした中、一定数の子どもたちが、生活の困窮という経済的な要因のみならず、家庭の
教育力や地域社会の見守り機能の低下などを背景に、学力の未定着や虐待、非行、いじめと
いった困難な状況に置かれています。
平成 28 年度に実施した「高知県子どもの生活実態調査」は、子どもの生活実態を明らかに
し、家庭の経済状況や子育ての実態とどのような関連があるかを把握することを目的として
実施しました。
この報告書は、集計結果と合わせて「生活困難」や「放課後にほっとできる場所」などと

「幸福度」、「授業理解度」などとの関連について分析を行い、その結果を記載しています。

２　調査対象者
○高知県におけるすべて（※）の「小学１年生の保護者」、「小学５年生の児童及びその保護者」、
「中学２年生の生徒及びその保護者」、「高校２年生の生徒及びその保護者」
　※高等学校通信制課程と特別支援学校１校を除く

３　調査方法
○調査対象者のいるすべての小中高等学校を通じて各世帯に調査票を配布し、学校への提出又
は県への郵送により回収

４　調査期間
○各学校への配布：平成 28 年 12 月 16 日～ 22 日
○学校からの回収：平成 29 年１月 23 日～ 30 日
郵送による回収：平成 29 年２月 22 日までの返送分

５　配布・回収率（数）
配布数 回収数 回収率

小学１年生 5,460 3,151 57.7％
小学５年生 5,764 3,294 57.1％
中学２年生 6,192 3,634 58.7％
高校２年生 6,334 4,460 70.4％

計 23,750 14,539 61.2％

６　有効回答数
○小１保護者　3,137 名（回収数の 99.6%）
○小５保護者　3,281 名（回収数の 99.6%）　小５児童　3,265 名（回収数の 99.1%）
○中２保護者　3,624 名（回収数の 99.7%）　中２生徒　3,603 名（回収数の 99.1%）
○高２保護者　4,395 名（回収数の 98.5%）　高２生徒　4,354 名（回収数の 97.6%）
　※本調査票における単選択問題のすべてが欠損値であった場合は無効回答とみなした。

第１章　調査概要
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１　世帯の状況について
（１）同居家族

「両親と同居」が約 81％、「母子世帯」が約 14％、「父子世帯」が約３％となっています。

第２章　主な調査結果の概要

（２）世帯収入
「300 ～ 400 万円未満」が約 11％と最も多くなっており、次いで「400 ～ 500 万円未満」及
び「200 ～ 300 万円未満」が約 10％となっています。
また、「200 万円未満」が約９％となっています。
※この世帯収入には、公的年金（遺族年金、老齢年金等）及び社会保障給付金（児童手当、
児童扶養手当、特別児童扶養手当、生活保護費）は含まれていません。

回答なし
16.7％

200～300万円未満
10.0％

100万円未満
3.4％ 100～200万円未満

5.3％

300～400万円未満
11.2％

500～600万円未満
9.7％

600～700万円未満
8.6％

700～800万円未満
6.3％

800～900万円未満
5.1％

900万円以上
8.9％

わからない
4.3％

400～500万円未満
10.4％
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（３）経済的状況
経済的に「大変苦しい」「やや苦しい」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる世帯
が約 31％、小学５年生の世帯が約 36％、中学２年生の世帯が約 37％、高校２年生の世帯が
約 43%となっており、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向にあります。

（４）生活困難世帯の状況
◎生活困難の定義について
本調査では、子どもの貧困状態を家庭の経済的な困窮だけでなく家庭環境全体で把握する
こととし、

①低所得（等価世帯所得が 135.3 万円未満）
②生活必需品の非所有（子どもの生活において必要と思われる物品や５万円以上の貯金が

ない等）
③支払い困難経験（過去１年間に経済的理由でライフラインの支払いができなかったこと）
のいずれか１つでも該当する世帯を「生活困難」にある状態と定義しました。

※回収率の差を考慮するため、各市町村の回収率の逆数で重み付けをして解析を行っています。

上記の①から③のいずれかに該当する割合は、全体で約 33％となっています。

※上記比率は、収入に関する回答が得られた人数のみで算出しています。また、要素①低所得、②生活必需品の非所有、 
③支払困難経験の各比率についても、同様の方法で算出しています。

非生活困難 生活困難

計

69.7%

64.1%

68.0%

67.5%

67.3%

30.3%

35.9%

32.0%

32.5%

32.7%

2.3%
8.7% 55.6% 23.4% 7.9% 2.1%

1.9%
8.3% 50.9% 26.2% 9.8% 2.9%

1.5%
8.1% 49.7% 26.0% 11.2% 3.5%

1.2%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 回答なし

5.6% 47.5% 29.5% 13.3% 3.0%
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【生活困難を定義するための要素】
要素①　低所得（等価世帯所得が 135.3 万円未満）
等価世帯所得※１が厚生労働省「平成 27 年国民生活基礎調査」から算出される基準※２未満
の世帯※３と定義しました。
※１　世帯所得（公的年金など社会保障給付を含めた世帯所得）を世帯人数の平方根で割っ
て調整した所得

※２　厚生労働省「平成 27 年国民生活基礎調査」（所得は平成 26 年値）の世帯所得の中央値
（427 万円）を平均世帯人数（2.49 人）の平方根で除した値の 50％である 135.3 万円

※３　低所得世帯の割合は、世帯所得の把握の方法や、可処分所得ではなく当初所得を用い
ている点などの違いがあるため、厚生労働省「平成 25 年国民生活基礎調査」にて公表さ
れている「子供の貧困率」（16.3％）と比較できるものではありません。

低所得に該当する割合は、全体で約 16％となっています。

要素②　生活必需品の非所有
生活必需品の非所有は、子どもの生活に必要と思われる環境（自宅で宿題ができる場所

等）、物品（本やおもちゃ等）、いざというときに対処できるだけの貯金（５万円以上）等がない
状況である場合に該当するとし、項目は学年によって適宜変更しました。（以下の例は小１）
⑴子どもの年齢に合った本
⑵子ども用のスポーツ用品・おもちゃ
⑶子どもが自宅で宿題をすることができる場所
⑷洗濯機
⑸炊飯器
⑹掃除機
⑺暖房機器
⑻冷房機器
⑼電子レンジ
⑽電話（固定・携帯電話を含む）
⑾インターネットにつながるパソコン
⑿世帯専用のおふろ
⒀世帯人数分のベッドまたは布団
⒁カーテン
⒂自動車
⒃急な出費のための貯金（５万円以上）

非該当 該当

計

84.7%

84.8%

84.7%

81.1%

83.8%

15.3%

15.2%

15.3%

18.9%

16.2%
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＊（1）～（3）については、小５・中２においては子ども調査票から把握しました。なお、高２
については必需品の必要性が多様化していることから、対象としていません。

経済的な理由によって生活必需品を所有していないと回答した割合は、全体で約 29％と
なっています。
また、世帯にないものは「急な出費のための貯金（５万円以上）」が約 16％、「インター
ネットにつながるパソコン」が約 15%、「世帯人数分のベッド又はふとん」が約３％となっ
ています。

なし あり

計

73.9%

65.2%

72.2%

73.2%

71.2%

　0.7%
　0.6%
　　0.9%
0.3%
0.3%
 0.4%
　0.7%
　　　1.1%
　0.5%
　　　　1.7%
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14.6%
　0.7%
　　　　　　　2.6%
　0.6%
　　　1.3%
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15.9％

子どもの年齢にあった本
子ども用のスポーツ用品やおもちゃ

子どもが宿題する場所
洗濯機
炊飯器
掃除機

暖房機器
冷房機器

電子レンジ
電話（固定電話・携帯電話を含む）

インターネットにつながるパソコン
世帯専用のお風呂

世帯人数分のベッド又はふとん
カーテン

自動車
急な出費のための貯金（5 万円以上）

0％ 2％ 4％ 6％ 8％ 10％ 12％ 14％ 16％ 18％

26.1%

34.8%

27.8%

26.8%

28.8%
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要素③　支払い困難経験
支払い困難経験は、水や電気、公的な健康保険など、子どもの生活に必要なもの（ライフ
ライン）について、過去１年間に経済的理由のために支払いができなかった経験がある場合
に該当するとしました。
⑴学校の遠足や課外授業の参加費
⑵学校での教材費
⑶学校の給食費
⑷家賃
⑸住宅ローン
⑹電気代
⑺ガス代
⑻水道代
⑼電話代（固定・携帯電話を含む）
⑽公的年金・公的健康保険・公的介護保険の保険料
⑾通勤や通学に使うバスや電車の料金
⑿食料
⒀子どもに必要な洋服やかばん

支払い困難となった経験「あり」と回答した割合は、全体で約 14％となっています。

計

87.6% 12.4%

86.4% 13.6%

86.9% 13.1%

84.8% 15.2%

86.4% 13.6%

なし あり
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（５）就学援助費の受給
「受け取っている」と回答した割合は、全体で約 17％となっています。

計

76.7%
5.5%

2.9%
3.1%

2.2%
3.5%

2.5%
4.0%

2.5%

14.8%

18.0%

16.6%

16.5%

76.7%

77.4%

77.0%

受け取っている 受け取っていない わからない 回答なし

※就学援助費を受け取っていない理由
「申請しなかった（必要ないと判断した）」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる
世帯が約 72％、小学５年生の世帯が約 71％、中学２年生の世帯が約 65%となっています。
また、「申請しなかった（必要であるが、要件を満たしていなかった）」と回答した割合は、
小学１年生の子どもがいる世帯が約 10％、小学５年生の世帯が約 13％、中学２年生の世帯が
約 20％、「就学援助制度を知らなかった」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる世
帯が約９％、小学５年生の世帯が約５％、中学２年生の世帯が約４％となっています。

計

2.2%

1.1% 2.8%

1.0% 2.7%

1.4%
2.6%

1.2%

2.3% 1.9%

2.6% 1.9%
3.1%

2.0%
2.8%2.4%

2.4%
2.4%

2.2%

2.1%

8.7% 23.4%

申請しなかった（必要であるが、要件を満たしていなかった）
申請しなかった（必要であるが、申請の仕方がわからなかった）
申請しなかった（必要であるが、申請することに抵抗があった）
申請しなかった（必要でないと判断した）
申請したが、認定されなかった
就学援助制度を知らなかった
その他
回答なし
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（６）医療機関を受診させなかった経験（保護者）
「あった」と回答した割合は、小学１年生が約 17％、小学５年生が約 15％、中学２年生が
約 14％、高校２年生が約 11％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾
向にあります。

※医療機関を受診させなかった理由
「多忙で、医療機関に連れて行く時間がなかったため」と回答した割合は、小学１年生が約
18％、小学５年生が約 22％、中学２年生が約 25％、高校２年生が約 20％となっています。
また、「公的医療保険に加入していたが、医療機関で自己負担金を支払うことができないと
思ったため」と回答した割合は、小学１年生が約１％、小学５年生及び中学２年生が約４％、
高校２年生が約７％となっています。

高 2

81.8% 1.0%

3.4%

2.7%

7.6%

17.2%

15.2%

14.1%

10.5%

81.4%

83.2%

81.9%

あった なかった 回答なし

高 2

公的医療保険に加入しておらず、医療費の支払いができてなかったため
公的医療保険に加入していたが、医療機関で自己負担金を払うことができないと思ったため
子ども本人が受診したがらなかったため
医療機関までの距離が遠く、通院することが困難であったため
多忙で、医療機関に連れて行く時間がなかったため
最初は受診させようと思ったが、子どもの様子を見て、受診させなくても良いと判断したため
自分の健康状態が悪かったため
その他
回答なし

2.2% 1.9%

0.2%

0.2%

21.6% 19.5% 37.4%
0.9%
5.0% 4.5%

3.5%

0.4%

0.4%

12.2% 24.7% 46.1% 4.1% 4.7%
1.0%

2.9%

3.2%

7.2% 22.3% 53.2%
1.2%
4.0% 5.8%

1.8%

17.6% 67.2%
1.1%

3.0%
3.7%
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２　保護者の状況について
（１）最終学歴

①母親
高校卒業は約 31%、高専・短大卒業は約 22％、専門学校卒業は約 21％となっています。

②父親
高校卒業は約 34%、大学卒業（大学院卒業含む）は約 24％、専門学校卒業は約 12％となっ
ています。

（２）勤務時間（１週間）
①母親
週 40 時間以上働いている母親の割合は、全体で約 56%となっています。

1.7%中学卒
高校中退
高校卒

専門学校卒
高専・短大卒
大学中退
大学卒
大学院卒
その他

わからない
回答なし

2.7%
30.7%

20.9%
21.5%

0.8%
14.3%

0.7%
0.4%
0.1%

6.3%

4.0%中学卒
高校中退
高校卒

専門学校卒
高専・短大卒
大学中退
大学卒
大学院卒
その他

わからない
回答なし

4.1%
33.6%

11.5%
3.8%

1.7%
21.7%

2.1%
0.3%
0.1%

17.1%

10.3%

9.0%

9.7%

11.3%

10.2%

36.9%

32.9%

30.5%

28.9%

31.9%

32.0%

32.5%

31.4%

30.7%

31.6%

18.7%

23.6%

26.2%

25.7%

23.9%

20時間未満 20時間以上40時間未満 40時間 40時間より長い 回答なし

計

2.0%

2.0%

2.2%

3.5%

2.5%
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②父親
週 40 時間以上働いている父親の割合は、全体で約 88%となっています。

（３）保護者の健康状態
「よい」「まあよい」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる世帯が約 69％、小学５
年生の世帯が約 63％、中学２年生の世帯が約 57％、高校２年生の世帯が約 53％となってい
ます。

20時間未満 20時間以上40時間未満 40時間以上60時間 60時間以上 回答なし

計

4.2%

4.3%
2.3%

72.5% 17.5%

71.4%

70.9%

67.7%

70.5%

17.4%

18.1%

15.6%

17.1%

3.4%

4.8%

4.4%

7.3%

5.1%

2.1%
3.3%
3.3%
4.2%

5.3%
4.0%

3.4%

36.4% 32.7% 22.3% 2.6%
0.5%

0.7%

7.0%
0.9%

5.5%

31.8% 31.2% 25.5% 6.9% 3.8%

26.5% 30.8% 26.1% 8.8%

24.0% 29.2% 29.8% 6.7%
1.1%

0.8%

9.2%

29.1% 30.8% 26.3% 7.8% 5.2%

よい まあよい ふつう あまりよくない 回答なしよくない

計
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（４）相談相手・相談機関

○保護者が本当に困った時の相談相手が「いない」と回答した割合は約３～５％となってお
り、子どもの学年が高くなるにつれて多くなっています。具体的な相談相手は、「配偶者・
パートナー」が約 39％と最も高く、次いで「自分の親」が約 36％、「きょうだい・その他
の親戚」が約 23％となっています。
○「相談したことがある」公的機関のうち、「学校・保育所・幼稚園」と回答した割合は約
50％と最も多くなっており、保護者の身近な相談機関の役割を果たしています。次いで…
「市町村の役所の窓口」で約 20％、「ハローワーク」で約 15％となっています。
○「相談したことがない」理由のうち「相談する窓口や方法がわからなかった」と回答した
割合は約３～６％、「相談したかったが、抵抗感があった」は約１～７％となっています。

①保護者が本当に困った時の相談相手
「いない」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる世帯が約３％、小学５年生の世帯
が約４％、中学２年生及び高校２年生の世帯が約５％となっており、子どもの学年が高くな
るにつれて多くなる傾向にあります。

※困った時の具体的な相談相手（複数回答）
「配偶者・パートナー」と回答した割合が約 39%と最も多くなっており、次いで「自分の
親」が約 36％、「きょうだい・その他の親戚」が約 23％となっています。

2.8％

4.4％

4.9％

5.0％

4.3％ 49.6％ 30.9％ 7.1％

52.2％ 28.3％ 5.8％ 5.1％

3.7％

50.9％ 29.6％ 6.8％ 3.9％

48.2％ 32.5％ 7.3％

46.1％ 34.2％ 9.1％小 1

3.1％
4.4％

3.9％

3.6％

4.3％

5.7％
2.1％

小 5

中 2

高 2

計

0％ 10％

いない

20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

1～2人いる 3～4人いる 5～7人いる 8人以上いる 回答なし
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②公的機関への相談
（ア）市町村の役所の窓口
「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約 20％、「相談したことがない」が約
72％となっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談したかったが、抵抗感があった」の割合が約５％、
「相談する窓口や方法がわからなかった」が約４％となっています。

（イ）子ども家庭支援センター（児童家庭支援センター）

※子ども、家庭、地域住民等からの相談に応じ、必要な助言、指導を行う施設です。また、児童相談
所、児童福祉施設など、関係する機関の連絡調整も行います。

「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約５％、「相談したことがない」が約
86％となっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談する窓口や方法がわからなかった」の割合が約
６％、「相談したかったが、抵抗感があった」が約３％となっています。

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したいと
思ったことが
なかった
89.5％

相談する窓口や
方法がわからな
かった
4.4％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
1.5%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
4.6％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

23.1％

19.6％

19.7％

19.0％

20.2％ 8.0％

70.5％

71.8％

73.5％ 6.8％

72.6％ 7.9％

71.1％ 5.8％

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

5.9％

5.3％

4.4％

3.6％

4.7％ 9.6％

84.1％

85.8％

12.4％

87.5％ 8.1％

85.5％ 9.3％

86.4％ 7.7％

相談したいと
思ったことが
なかった
90.8％

相談する窓口や
方法がわからな
かった
5.7％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
1.0%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
2.6％
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（ウ）学校 ･ 保育所 ･ 幼稚園の先生
「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約 50％、「相談したことがない」が約
42%となっています。
「相談したことがある」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる世帯が約 58％、小
学５年生の世帯が約 53％、中学２年生の世帯が約 49％、高校２年生の世帯が約 42％となっ
ており、子どもが低学年の方が多くなっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談したかったが、抵抗感があった」の割合が約７％、
「相談する窓口や方法がわからなかった」が約３％となっています。

（エ）スクールカウンセラー

※児童生徒の心理に関して高度に専門的な知識及び経験を有する者（臨床心理士等）で、不登校、い
じめ、非行傾向等の児童生徒や保護者の心のケアや事件、事故、災害等の緊急対応における児童生
徒等に対してカウンセリングを行います。

「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約９％、「相談したことがない」が約 83%
となっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談したかったが、抵抗感があった」の割合が約６％、
「相談する窓口や方法がわからなかった」が約４％となっています。

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

58.1％

53.1％

49.4％

41.7％

49.8％ 7.9％

47.8％

42.4％

44.1％ 6.5％

39.3％ 7.6％

35.8％ 6.1％
相談する窓口や
方法がわからな
かった
2.6％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
1.2%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
6.9％

相談したいと
思ったことが
なかった
89.3％

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

6.2％

8.9％

9.4％

9.5％

8.6％ 8.8％

79.3％

82.6％

83.2％ 7.3％

82.7％ 8.4％

86.3％ 7.5％
相談する窓口や
方法がわからな
かった
3.7％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
2.5%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
5.6％

相談したいと
思ったことが
なかった
88.1％
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（オ）スクールソーシャルワーカー

※教育や福祉の分野に関する専門的な知識、技術を有する者（社会福祉士、精神保健福祉士等）で、い
じめ、暴力行為、不登校、児童虐待、子どもの貧困などの諸課題に対応するため、児童生徒が置か
れた様々な環境に働きかけて支援を行います。

「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約２％、「相談したことがない」が約 88%
となっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談する窓口や方法がわからなかった」の割合が約
５％、「相談したかったが、抵抗感があった」が約３％となっています。

（カ）民生委員・児童委員
「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約２％、「相談したことがない」が約 89%
となっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談する窓口や方法がわからなかった」の割合が約
４％、「相談したかったが、抵抗感があった」が約２％となっています。

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

1.6％

2.2％

2.6％

2.3％

2.2％ 9.6％

85.3％

88.2％

12.3％

89.2％

88.7％

90.6％
相談する窓口や
方法がわからな
かった
5.4％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
1.4%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
3.1％

相談したいと
思ったことが
なかった
90.1％

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

2.1％

1.8％

2.1％

2.3％

2.1％ 9.3％

85.6％

88.6％

12.1％

89.9％ 8.0％

89.3％ 8.8％

90.5％ 7.4％
相談する窓口や
方法がわからな
かった
4.2％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
0.8%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
1.8％

相談したいと
思ったことが
なかった
93.2％
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（キ）県の福祉保健所
「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約２％、「相談したことがない」が約 88%
となっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談する窓口や方法がわからなかった」の割合が約
４％、「相談したかったが、抵抗感があった」が約１％となっています。

（ク）児童相談所
「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約３％、「相談したことがない」が約 88%
となっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談する窓口や方法がわからなかった」の割合が約
４％、「相談したかったが、抵抗感があった」が約２％となっています。

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

2.6％

2.4％

2.4％

2.4％

2.4％ 9.4％

85.5％

88.2％

12.2％

89.5％ 8.1％

88.8％ 8.9％

90.0％ 7.5％
相談する窓口や
方法がわからな
かった
4.1％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
0.9%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
1.4％

相談したいと
思ったことが
なかった
93.6％

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

2.3％

2.9％

3.5％

3.5％

3.1％ 9.1％

84.8％

87.8％

11.7％

89.8％ 7.6％

88.4％ 8.7％

90.2％ 7.6％
相談する窓口や
方法がわからな
かった
3.7％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
0.7%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
1.9％

相談したいと
思ったことが
なかった
93.6％
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（ケ）警察
「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約６％、「相談したことがない」が約 85%
となっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談する窓口や方法がわからなかった」の割合が約
３％、「相談したかったが、抵抗感があった」が約２％となっています。

（コ）ハローワーク
「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約 15%、「相談したことがない」が約
76%となっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談する窓口や方法がわからなかった」の割合が約
３％、「相談したかったが、抵抗感があった」が約１％となっています。

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

4.5％

5.3％

6.9％

6.9％

6.0％ 9.0％

81.3％

85.0％

11.8％

85.6％ 7.5％

86.2％ 8.6％

88.1％ 7.4％
相談する窓口や
方法がわからな
かった
2.8％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
0.5%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
2.1％

相談したいと
思ったことが
なかった
94.5％

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

13.8％

14.9％

15.5％

15.6％

15.0％ 9.1％

72.7％

75.9％

11.7％

76.7％ 7.8％

76.5％ 8.5％

78.8％ 7.4％
相談する窓口や
方法がわからな
かった
3.1％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
1.0%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
1.3％

相談したいと
思ったことが
なかった
94.6％
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（サ）インターネットの相談サイト
「相談したことがある」と回答した割合は、全体が約２％、「相談したことがない」が約 88%
となっています。
「相談したことがない」理由のうち「相談する窓口や方法がわからなかった」の割合が約
３％、「相談したかったが、抵抗感があった」が約２％となっています。

小 1

小 5

中 2

高 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談したことがある 相談したことがない 回答なし

2.7％

2.2％

2.0％

1.6％

2.1％ 9.6％

85.9％

88.3％

12.5％

89.8％ 8.2％

88.8％ 9.1％

89.5％ 7.7％
相談する窓口や
方法がわからな
かった
3.4％

相談時間や場所
などが使い
づらかった
0.5%

相談したかった
が、抵抗感が
あった
2.0％

相談したいと
思ったことが
なかった
94.2％



— 18 —

○「利用したことがある」支援制度について、「子育てひろば（地域子育て支援センター）」
と回答した割合は、全体が約 41％、「子ども食堂」が約１％、「学校が実施する補充学習
（学習支援）」が約 27％となっています。
○各取組の「利用したことがない」理由のうち「身近に制度等がない」の割合は約３～ 12％、
「制度等について全く知らなかった」は約８～ 12％、「利用の仕方がわからなかった」は約
２～６％となっています。
○また、保護者が最も関心が高い支援制度は、「学校が実施する補充学習（学習支援）」で全
体で約 40％となっています。

（５）支援制度の利用

①子育てひろば（地域子育て支援センター）

※就学前の子どもとその保護者を対象に、遊び場の提供・子育て親子同士の交流・子育て情報の提供・
子育て相談を行っています。また、月１回は育児講座があり、施設ごとに特徴のある活動をしてい
ます。

平成 28 年度末設置数：23 市町村 45 箇所

「利用したことがある」と回答した割合は、全体が約 41%、「利用したことがない」が約
54%となっています。
利用したことがない理由のうち「制度等について全く知らなかった」の割合が約８％、「利
用の仕方がわからなかった」が約６％、「身近に制度等がない」が約３％となっています。

小 1

小 5

中 2

計

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

利用したことがある 利用したことがない 回答なし

40.5％ 5.5％

29.5％ 6.0％

41.4％ 5.2％

52.4％

54.0％

64.5％

53.4％

42.4％ 5.2％

利用したかった
が、条件を満た
していなかった

0.8％

利用時間や
制度等が使い
づらかった
2.5％

利用の仕方が
わからなかった

6.1%

制度等について
全く知らなかった

7.8%

身近に
制度等がない
3.0%

利用したいと
思ったことが
なかった
79.7%
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②子ども食堂

※食事の提供を通じて、子どもや保護者の居場所となるとともに、保護者の孤立感や負担感を軽減 
する場、地域の大人たちによる子どもたちを見守る場となっています。

平成 28 年度末設置数：７市３町 20 箇所（県把握分）

「利用したことがある」と回答した割合は、全体が約１％、「利用したことがない」が約 93%
となっています。
利用したことがない理由のうち「身近に制度等がない」と回答した割合が約 13%、「制度
等について全く知らなかった」が約 11%、「利用の仕方がわからなかった」が約２％となっ
ています。

③学校が実施する補充学習
「利用したことがある」と回答した割合は、全体が約 27%、「利用したことがない」が約
66%となっています。
利用したことがない理由のうち「身近に制度等がない」及び「制度等について全く知らな
かった」と回答した割合が約 12%、「利用の仕方がわからなかった」が約５％となっていま
す。

計

0.7%
6.5%

6.2%

7.0%

6.9%

92.8%

92.7%

92.6%

92.5%

1.1%

0.4%

0.6%

利用したことがある 利用したことがない 回答なし

利用したいと
思ったことが
なかった
73.6％

利用したかったが、
条件を満たして
いなかった
0.3％

利用時間や
制度等が

使いづらかった
0.3％

利用の仕方が
わからなかった

2.3％

制度等について
全く知らなかった

11.0％

身近に制度等がない
12.6％

計

利用したことがある 利用したことがない 回答なし

利用したいと
思ったことが
なかった
66.3％

利用したかったが、
条件を満たして
いなかった
2.5％

利用時間や
制度等が

使いづらかった
2.2％

利用の仕方が
わからなかった

4.7％

制度等について
全く知らなかった

12.0％

身近に制度等がない
12.2％

20.3% 73.2% 6.5%

6.4%

7.0%

7.7%

67.0%

68.8%

65.7%

26.5%

24.3%

26.6%
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○週１回以上子どもと何らかの関わりを持っている保護者の割合は、子どもの学年が高くな
るにつれて少なくなる傾向にあります。

④保護者が興味のある支援制度
「学校が実施する補充学習（学習支援）」と回答した割合は、全体で約 40%と最も高くなっ
ています。

（６）子どもとの関わり方（保護者が子どもとどのような時間を過ごしているか）

①子どもの勉強を見る
「週に１回以上子どもの勉強を見る」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる世帯が
約 92％、小学５年生の世帯が約 67%、中学 2年生の世帯が約 22％、高校２年生の世帯が約
７％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾向にあります。

子育て短期支援事業（ショートステイ）

ファミリー・サポートセンター

子ども食堂

フードバンクによる食料支援

小学高学年も利用できる児童館や放課後クラブ・放課後子ども教室（中学生以上の子どもが自由に時間を過ごせる場所）

学校が実施する補充学習（学習支援）

学校以外が実施する補充学習（学習支援）

計

2.9%

2.4%
1.9%

1.6%

7.0%

3.2%
8.2% 21.2% 39.6% 22.1%3.9%

1.8%

15.6% 45.2% 26.6%5.6%

6.9%

3.3% 3.5%

9.8%

9.3%

6.5% 19.5% 42.9% 24.2%3.3%

19.8% 40.6% 21.1%

3.3% 28.2% 31.3% 17.7%

0%

ほぼ毎日 週に3～4回 週に1～2回 月に1～2回 めったにない 回答なし

61.9%

23.9%

4.9% 5.1% 11.8%

1.4%
7.1% 79.2%

1.8% 3.5%

17.5% 58.0% 2.7%

16.1% 27.2% 12.2% 17.0% 3.6%

17.8% 12.2%
3.2%

2.8%2.2%
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②子どもと学校生活の話をする
「週に１回以上子どもと学校生活の話をする」と回答した割合は、小学１年生の子どもがい
る世帯が約 95%、小学５年生の世帯が約 93％、中学２年生の世帯が約 89％、高校２年生の
世帯が約 75％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾向にあります。

③子どもと体を動かして遊ぶ
「週に１回以上子どもと体を動かして遊ぶ」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる
世帯が約 63％、小学５年生の世帯が約 32％、中学２年生の世帯が約７％、高校２年生の世帯
が約３％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾向にあります。

ほぼ毎日 週に3～4回 週に1～2回 月に1～2回 めったにない 回答なし

73.9%

63.3% 18.9% 10.7% 3.4%
1.6%

2.0%

15.6% 5.8%
0.7%

0.7%
3.3%

54.4%

36.9% 17.7% 19.9% 11.6% 7.0%

18.4% 16.2% 5.7% 2.4%
2.9%

ほぼ毎日 週に3～4回 週に1～2回 月に1～2回 めったにない 回答なし

6.8%

3.9%

5.4% 15.1%

7.1% 82.6% 7.1%

74.9% 2.8%
1.4%

0.5%
0.5%

0.5% 2.2%

5.0% 22.7% 28.6% 36.0% 3.8%

11.8% 44.0% 21.7% 12.6% 3.1%
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④子どもとコンピュータゲームで遊ぶ
「週に１回以上子どもとコンピュータゲームで遊ぶ」と回答した割合は、小学１年生の子ど
もがいる世帯が約 27％、小学５年生の世帯が約 21％、中学２年生の世帯が約 13％となって
おり、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾向にあります。

⑤子どもとカードゲーム、ごっこ遊び（ボードゲーム）等で遊ぶ
「週に１回以上子どもとカードゲーム、ごっこ遊び（ボードゲーム）等で遊ぶ」と回答した
割合は、小学１年生の子どもがいる世帯が約 45％、小学５年生の世帯が約 12%、中学２年生
の世帯が約３％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾向にあります。

ほぼ毎日 週に3～4回 週に1～2回 月に1～2回 めったにない 回答なし

6.9% 17.0% 13.3% 56.4% 3.3%

4.8% 13.0%

7.0% 11.2% 73.3% 2.8%

15.1% 60.4% 3.2%

3.0%

3.5%

3.1%

2.6%

ほぼ毎日 週に3～4回 週に1～2回 月に1～2回 めったにない 回答なし

8.8%

10.2%

15.8% 78.0% 2.7%

32.9% 51.0% 3.7%

32.9% 32.5% 19.1% 3.3%
3.3%

1.5%

0.7%

0.6%

2.4%0.4%
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⑥子どもと一緒に料理をする
「週に１回以上子どもと一緒に料理をする」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる
世帯が約 27％、小学５年生の世帯が約 28％、中学２年生の世帯が約 20％、高校２年生の世
帯が約 13%となっています。

⑦子どもと一緒に外出する
「週に１回以上子どもと一緒に外出する」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる世
帯が約 88％、小学５年生の世帯が約 75％、中学２年生の世帯が約 50%、高校２年生の世帯
が約 35％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾向にあります。

ほぼ毎日 週に3～4回 週に1～2回 月に1～2回 めったにない 回答なし

1.8%

2.8%

2.3%

1.9%

5.5%

6.1%

4.4%

3.0%

12.9%

7.9%

26.0%

17.9% 62.5% 6.8%

51.5% 2.8%

18.7% 35.7% 33.1% 3.7%

20.1% 41.1% 28.4% 3.1%

ほぼ毎日 週に3～4回 週に1～2回 月に1～2回 めったにない 回答なし

3.8%5.8% 25.3% 45.2% 13.6% 6.4%

19.0% 58.7% 8.6%9.9%

6.4% 13.5% 54.6% 20.1% 3.2%
2.1%

0.5%

4.7% 10.4% 35.1% 40.7% 6.6% 2.5%

3.3%
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○朝食を「いつも食べる」「食べるほうが多い」、平日に夕食を「親やきょうだいなど誰かと
一緒に食べる」と回答した割合は、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾向にあ
ります。
○また、子どもの健康状態について、「よい」「まあよい」と回答した子どもの割合は、保護
者の回答よりも、小学５年生が 20 ポイント、中学２年生が 37 ポイント、高校２年生が 29
ポイント少なくなっており、保護者が捉えている子どもの健康状態と子どもが感じている
健康状態に開きがあります。

３　子どもの状況について（小１は保護者が回答）
（１）生活習慣について

①食事の状況
（ア）朝食の状況
「いつも食べる」「食べるほうが多い」と回答した割合は、小学１年生が約 97％、小学５年
生が約 95％、中学２年生が約 93％、高校２年生が約 87％となっており、子どもの学年が高
くなるにつれて少なくなる傾向にあります。

（イ）平日に夕食を一緒に食べる人
「親やきょうだいなど誰かと一緒に食べる」と回答した割合は、小学１年生が約 99％、小
学５年生が約 96％、中学２年生が約 92％、高校２年生が約 81％となっており、子どもの学
年が高くなるにつれて少なくなる傾向にあります。

いつも食べる 食べるほうが多い 食べないほうが多い いつも食べない 回答なし

94.0%

89.9%

6.4%

4.8%
2.8%
1.7%

1.0%
1.4%

1.4%

2.8%
1.7%

0.2%

1.7%
3.9%

86.3%

80.2% 6.7% 6.6% 1.6%5.0%

親 きょうだい その他の家族 一人で食べる 夕ごはんは食べない その他

49.4% 39.9%

36.2%

33.9%

25.9% 13.5%4.9%

5.6% 7.2%

9.0%

9.8%
0.0%
0.5%

0.3%
0.1%
0.6%

3.3%

0.6%
4.9%

1.1%

50.8%

52.1%

50.2%

0.1%
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②睡眠・就寝時間の状況
（ア）平日の睡眠時間
「８時間以上」と回答した割合は、小学１年生が約 90%、小学５年生が約 70％、中学２年
生が約 23％、高校２年生が約 10％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて少なくな
る傾向にあります。

（イ）金・土曜日以外の就寝時間
「午後 10 時以降に就寝する」と回答した割合は、小学１年生が約 19％、小学５年生が約
64%、中学２年生が約 92％、高校２年生が約 95％となっており、子どもの学年が高くなるに
つれて多くなる傾向にあります。

③一日の歯磨き回数
「１日２回以上歯磨きをする」と回答した割合は、小学１年生が約 79％、小学５年生が約
78％、中学２年生が約 76％、高校２年生が約 73％となっています。

10時間以上 9時間以上10時間より少ない 8時間以上9時間より少ない
7時間以上8時間より少ない
回答なし

6時間より少ない6時間以上7時間より少ない

3.6%

4.8%

3.3% 18.5% 35.2% 30.9% 7.3% 3.4%
1.4%
0.9%
8.3% 22.4% 43.3% 20.8% 3.3%

0.9%

20.2% 45.0% 18.7% 6.1% 3.9%
1.2%

42.0% 44.8% 5.1%
1.1%

3.2%
0.1%

午後8時前 午後8時台 午後9時台 午後10時台
回答なし午後12時以降

午後11時台

1.0%

0.4%
0.3%
4.6% 27.3% 45.8% 19.0% 2.5%

2.7%

0.4%
0.3%
1.6% 9.8% 38.1% 47.0%
0.4%

1.4%
2.3%17.9%63.9%13.5%

2.3% 30.6% 47.0% 14.6% 2.7%
2.5%

0.0%

1日2回以上 1日1回 毎日はみがかない わからない 回答なし

79.0%

78.0% 18.2%

75.5% 19.8%

72.7% 22.0%

1.6%

0.1%

0.0%

0.0%

0.0%

1.7%

1.9%

3.0%

2.4%

1.9%

2.9%

1.6%

17.7%
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④子どもの健康状態
（ア）保護者回答
「よい」「まあよい」と回答した割合は、小学１年生が約 91%、小学５年生が約 82％、中学
２年生が約 83％、高校２年生が約 81％となっており、概ね子どもの学年が高くなるにつれて
少なくなる傾向にあります。

（イ）子ども回答
「よい」「まあよい」と回答した割合は、小学５年生が約 62%で最も多く、中学２年生が約
46％、高校２年生が約 52％となっています。

※医療機関を受診させなかった経験（保護者）についてはＰ．８参照

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 回答なし

38.6% 23.2% 30.7% 4.8% 1.7%
1.0%

26.1%

28.4% 23.6% 33.0% 10.1% 2.8%
2.0%

20.2% 40.7% 9.0% 1.8%
2.2%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 回答なし

78.1% 12.8% 7.1% 1.3%

5.8%11.4%17.5%64.2%

61.5%

60.0% 20.6% 15.7%

21.4% 14.1%

0.2%

0.5%

0.1%

0.1%
1.9%

1.9%

1.0%

1.6%

0.2%

1.0%
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⑤１ヶ月の読書数（読書習慣）
（ア）子ども
「読まなかった」と回答した割合は、小学１年生が約５％、小学５年生が約９％、中学２年
生が約 18％、高校２年生が約 39％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる
傾向にあります。

（イ）母親（１年生の保護者のみ）
（母親が）「読まなかった」と回答した割合は、約 43％となっています。

（ウ）父親（１年生の保護者のみ）
（父親が）「読まなかった」と回答した割合は、約 51％となっています。

読まなかった 1冊 2～3冊 4～7冊 8～11冊 12冊以上 回答なし

4.6%
7.9%

9.2%

18.4%

39.3% 19.8% 23.5% 5.0% 2.1%7.9%

22.4% 31.8% 13.0% 8.4% 2.0%
4.1%

2.3%

8.4% 25.7% 11.5% 20.0% 3.2%22.0%

22.6% 22.0% 11.5% 27.8% 3.5%

読まなかった 1冊 2～3冊 4～7冊 8～11冊 12冊以上 回答なし

42.7% 14.8% 18.5% 5.7%

2.4%

7.3%8.5%

読まなかった 1冊 2～3冊 4～7冊 8～11冊 12冊以上 回答なし

50.7% 10.0% 13.6%

1.3%

4.5% 2.3%

17.6%
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（エ）保護者と子どもの読書習慣の関係について
「（１ヶ月間全く）読まなかった」と回答した小学１年生（約５％）のうち、同居している
母親が「読まなかった」と回答した割合は約 79％、同居している父親が約 78％となっていま
す。

⑥子どもの所有物の状況
（ア）自宅で宿題をすることができる場所（小５・中２）

家の中で勉強ができる場所（高２）
「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体で約３％となっています。

（イ）携帯電話、スマートフォン
「ある」と回答した割合は、小学５年生が約 41％、中学２年生が約 63％、高校２年生が約
94％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向にあります。

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 回答なし

計

1.7%
3.8%

2.3%

1.0%

2.2%

1.9%

3.0%

2.5%

2.3%
1.6%

1.5%

1.6%

92.2%

94.1%

94.5%

93.7%

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 回答なし

計

4.3%

2.6%

1.9%
0.9%

2.4%

16.1%38.4%41.2%

63.3%

94.0%

68.8% 20.9% 7.9%

3.2%

26.4% 7.7%
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（２）放課後の過ごし方について

○「放課後にほっとできる場所がない」と回答した割合は、全体で約５％となっています。
○平日の放課後に週に１日以上過ごす場所について、小学１年生及び中学２年生、高校２年
生は「学校」、小学５年生は「塾や習い事」と回答した割合が、最も多くなっています。
○学校以外で毎日していることについて、子どもの学年が高くなるにつれて「ゲームで遊ぶ」
「テレビやＤＶＤを見る」と回答した割合が少なくなり、「携帯電話・スマートフォン・タ
ブレットを使う」の割合が多くなる傾向にあります。
○放課後一緒に過ごす人について、小学５年生は「親・きょうだい」、中学２年生及び高校２
年生は「友達（学校内外）」と回答した割合が最も多く、「一人でいる」と回答した割合は、
約７～ 10％となっています。

①放課後にほっとできる場所
「自宅」と回答した割合は、全体が約 77％、「ほっとできる場所がない」が約５％となって
います。

②平日の放課後を過ごす場所
（ア）自分の家
「週に１日以上自分の家で過ごす」と回答した割合は、小学１年生が約 63％、小学５年生
が約 88％、中学２年生が約 79％、高校２年生が約 78％となっています。

計

76.1% 14.2% 6.3%
3.4%

77.1% 11.5% 6.2%
5.2%

76.6% 10.6%
4.8%
8.0%

76.6% 6.9%11.9%
4.5%

自宅 その他 ほっとできる場所がない 回答なし

39.1%

59.4%

63.5%

61.7%
6.8%

9.5% 10.0% 12.0%

5.3%
10.5% 7.1% 13.5%

15.7% 13.3%
4.6%
7.0%

11.7% 12.5% 28.4%8.4%

毎日 週に3～4日 週に1～2日 回答なし全く過ごさない
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（イ）祖父母の家
「週に１日以上祖父母の家で過ごす」と回答した割合は、小学１年生が約 22％、小学５年
生が約 30％、中学２年生が約 20％、高校２年生が約 16%となっています。

（ウ）友達の家
「週に１日以上友達の家で過ごす」と回答した割合は、小学１年生が約 13%、小学５年生
が約 30％、中学２年生が約 14％、高校２年生が約 10%となっています。

（エ）塾や習い事
「週に１日以上塾や習い事で過ごす」と回答した割合は、小学１年生が約 29％、小学５年
生が約 51％、中学２年生が約 33％、高校２年生が約 17％となっています。

毎日 週に3～4日 週に1～2日 回答なし全く過ごさない

7.9%

10.4%

6.5% 57.3% 22.4%

51.7%13.4%

11.5%

18.0%6.4%

10.5%
3.6%

2.3%

5.3% 8.4% 64.9% 19.5%
1.8%

33.8% 44.2%

毎日 週に3～4日 週に1～2日 回答なし全く過ごさない

48.4%38.8%

23.6% 19.0%50.6%5.8%

10.7%
1.9%

0.2%

1.0%

0.4%
1.2%

0.6%

1.5%
11.6%

8.2% 70.6% 19.5%

64.0% 22.6%

毎日 週に3～4日 週に1～2日 回答なし全く過ごさない

0.8%

21.7% 25.1% 33.1% 15.7%
4.3%

2.1%
4.9%

3.1%
8.9% 63.6% 19.5%

11.9% 19.3% 45.5% 21.1%

4.8% 23.6% 27.9% 42.9%
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（オ）学校
「週に１日以上学校で過ごす」と回答した割合は、小学１年生が約 49％、小学５年生が約
31％、中学２年生が約 77％、高校２年生が約 66％となっています。

（カ）アルバイト等の職場
「週に１日以上アルバイト等の職場で過ごす」と回答した割合は、高校２年生で約 12％と
なっています。

（キ）公民館・コミュニティセンター・児童館
「週に１日以上公民館・コミュニティーセンター・児童館で過ごす」と回答した割合は、小
学１年生が約４％、小学５年生が約５％、中学２年生が約２％となっています。

■毎日　■週に３～４日　■週に１～２日　■全く過ごさない　■回答なし

31.0% 25.5% 25.4%13.0%
5.2%

7.9%

55.0% 13.9% 12.0%7.8% 11.2%

6.7%
52.1%16.8% 16.5%

42.7% 13.0% 21.2%10.6% 12.6%

■毎日　■週に３～４日　■週に１～２日　■全く過ごさない　■回答なし

7.0% 69.3% 18.6%

3.9%1.2%

■毎日　■週に３～４日　■週に１～２日　■全く過ごさない　■回答なし

47.3% 48.6%

76.0% 18.8%4.0%
0.8%

0.3%

1.2%
2.1%

75.7% 22.0%1.6%

0.7%

0.4%

0.4%
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（ク）スポーツクラブの活動の場
「週に１日以上スポーツクラブの活動の場で過ごす」と回答した割合は、小学１年生が約
５％、小学５年生が約 20％、中学２年生が約 15％、高校２年生が約 16%となっています。

（ケ）公園
「週に１日以上公園で過ごす」と回答した割合は、小学１年生が約 14％、小学５年生が約
22％、中学２年生が約８％、高校２年生が約５％となっています。

（コ）図書館
「週に１日以上図書館で過ごす」と回答した割合は、小学１年生が約４％、小学５年生が約
10％、中学２年生が約５％、高校２年生が約５％となっています。

■毎日　■週に３～４日　■週に１～２日　■全く過ごさない　■回答なし

48.7%46.5%3.8%

1.9%

3.0%

3.4%

11.3% 61.8% 17.8%7.6%

7.0% 21.0%63.7%5.0%

66.5% 17.2%11.4%

0.9%

0.1%

1.5%

38.2%11.0% 48.1%

60.2 %4.2 % 18.2 %16.4 %

70.4% 22.1%6.4%

76.1% 19.5%3.5%
0.6%

0.7%

2.3%

■毎日　■週に３～４日　■週に１～２日　■全く過ごさない　■回答なし

0.4%

0.4%

0.5%

1.0%

46.7%3.6% 49.4%

71.6%7.9% 18.7%

72.5%4.5% 22.2%

75.6%4.0% 19.5%

0.1%

1.2%

0.5%

0.6%

■毎日　■週に３～４日　■週に１～２日　■全く過ごさない　■回答なし

0.6%

0.3%

0.5%

0.2%
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（サ）商店街やスーパーマーケット
「週に１日以上商店街やスーパーマーケットで過ごす」と回答した割合は、小学１年生が約
５％、小学５年生が約 16％、中学２年生が約 18％、高校２年生が約 26％となっています。

（シ）ゲームセンター
「週に１日以上ゲームセンターで過ごす」と回答した割合は、小学１年生が約１％、小学５
年生が約６％、中学２年生が約５％、高校２年生が約６％となっています。

小 1

小 5

中 2

高 2

毎日 週に3～4日 週に1～2日 全く過ごさない 回答なし

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

49.4％

18.9％

22.1％

19.2％

45.3％

65.6％

60.3％

55.3％

4.6％

12.2％

14.4％

19.9％

0.6％

2.8％

2.6％

4.5％

0.2％

0.6％

0.7％

1.1％

小 1

小 5

中 2

高 2

毎日 週に3～4日 週に1～2日 全く過ごさない 回答なし

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

49.4％

18.9％

22.3％

19.4％

49.3％

75.3％

72.6％

74.2％

1.2％

5.4％0.3%

0.0%
0.0%

0.1%

0.5%
0.2%

0.6%
0.3%

4.4％

5.4％
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③学校以外でしていること
（ア）ゲームで遊ぶ
「毎日ゲームで遊ぶ」と回答した割合は、小学５年生が約 45％、中学２年生が約 37％、高
校２年生が約 27％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾向にありま
す。

（イ）テレビやＤＶＤを見る
「毎日テレビやＤＶＤを見る」と回答した割合は、小学５年生が約 83％、中学２年生が約
82％、高校２年生が約 72％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾向
にあります。

（ウ）携帯電話 ･ スマートフォン ･ タブレットを使う
「毎日携帯電話 ･スマートフォン ･タブレットを使う」と回答した割合は、小学５年生が約
41％、中学２年生が約 75％、高校２年生が約 93％となっており、子どもの学年が高くなるに
つれて多くなる傾向にあります。

小 5

中 2

高 2

14.6％ 19.2％ 11.1％ 7.0％ 15.4％ 9.6％ 19.4％ 3.6％

14.8％ 14.5％ 7.9％

5.7％

8.7％
3.9％

8.3％ 38.7％ 3.2％

12.4％ 9.6％
2.5％

4.7％ 6.4％ 55.0％ 3.6％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

毎日 2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日
1週間に1日 ぜんぜんしない 回答なし

小 5

中 2

高 2

39.4％

32.7％

27.7％ 28.9％ 15.5％
3.9％

7.4％
4.6％

8.2％ 3.8％

33.4％ 15.9％
3.8％ 2.7％

31.9％ 11.9％
3.8％
5.2％

3.3％

4.4％ 2.4％

2.4％
3.7％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

毎日 2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日
1週間に1日 ぜんぜんしない 回答なし

3.1％

小 5

中 2

高 2

11.6％

35.2％

55.4％ 27.7％ 9.6％
0.6％ 3.0％

2.7％
0.7％ 0.4％

25.2％ 14.4％ 14.0％

12.1％ 17.3％ 6.2％ 9.9％ 8.7％ 30.4％

2.5％ 2.0％

3.6％

3.9％

3.1％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

毎日 2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日
1週間に1日 ぜんぜんしない 回答なし
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（エ）読書
「ぜんぜんしない」と回答した割合は、小学５年生が約 20％、中学２年生が約 27％、高
校２年生が約 42％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向にありま
す。

（オ）室内での上記（ア）～（エ）以外の活動
「毎日室内で上記（ア）～（エ）以外の活動をする」と回答した割合は、小学５年生が約
34％、中学２年生が約 24%、高校２年生が約 18％となっており、子どもの学年が高くなるに
つれて少なくなる傾向にあります。

（カ）公園等外で遊ぶ
「毎日公園等外で遊ぶ」と回答した割合は、小学５年生が約 19％、中学２年生が約５％と
なっています。

小 5

中 2

高 2

5.4％ 8.3％ 22.3％ 10.8％ 13.4％ 16.0％ 19.6％ 4.3％

4.3％

5.7％ 13.1％ 8.5％ 10.1％ 13.5％ 41.7％ 3.8％
3.5％

7.3％ 23.4％ 12.9％ 10.0％ 11.5％ 26.6％ 3.9％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

毎日 2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日
1週間に1日 ぜんぜんしない 回答なし

小 5

中 2

高 2

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

毎日 2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日
1週間に1日 ぜんぜんしない 回答なし

9.4％

9.1％

6.7％
4.9％
6.0％ 6.1％ 8.2％ 59.9％ 4.9％

5.9％ 8.6％
3.7％
9.9％ 10.2％ 48.0％ 4.7％

10.1％ 14.8％ 8.7％ 14.8％ 13.9％ 22.6％ 5.7％

3.1％

小 5

中 2

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

毎日 2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日
1週間に1日 ぜんぜんしない 回答なし

6.2％

10.1％

1.7％

1.4％
2.2％

1.9％

17.1％ 61.3％ 4.4％

6.6％ 5.9％8.4％ 19.3％ 19.7％ 29.0％ 4.8％
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（キ）家事やきょうだい等の世話
「毎日家事やきょうだい等の世話をする」と回答した割合は、小学５年生が約 34％、中学
２年生が約 26％、高校２年生が約 32％となっています。

（ク）学校の授業以外で体を動かす運動（小５）、
運動や体を動かす部活動 ･ 習い事（中２・高２）

「毎日体を動かす運動や部活動等をする」と回答した割合は、小学５年生が約 28％、中学
２年生が約 58％、高校２年生が約 42％となっています。

（ケ）アルバイト
「週に１日以上アルバイトをしている」と回答した割合は、高校２年生で約 16％となって
います。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

小 5

中 2

高 2

毎日 2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日
1週間に1日 ぜんぜんしない 回答なし

5.9％
7.0％

4.8％

7.1％ 19.8％ 8.0％ 16.0％ 15.0％ 25.3％ 4.2％

18.2％
3.1％

4.7％

11.0％ 17.5％ 17.0％ 24.7％ 3.7％

20.8％ 12.6％ 16.6％ 16.1％ 16.9％ 4.0％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

小 5

中 2

高 2

毎日 2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日
1週間に1日 ぜんぜんしない 回答なし

11.6％

45.6％

34.2％ 6.2％
3.8％2.0％
6.6％

5.1％
38.4％ 3.7％

11.4％ 6.8％ 5.9％
4.4％

21.6％ 2.9％

9.2％ 7.5％ 12.3％ 24.8％

1.4％

15.2％ 15.7％ 3.7％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

高 2

毎日 2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日
1週間に1日 ぜんぜんしない 回答なし

4.5％ 7.6％
0.4％2.2％

0.1％

1.5％

79.7％ 4.0％
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④放課後一緒に過ごす人
放課後一緒に過ごす人について、小学５年生は「親・きょうだい（約 36％）」、中学２年生
及び高校２年生は「友達（学校内外）（約 53％）」と回答した割合が最も多くなっています。
「一人でいる」と回答した割合は、小学５年生が約９％、中学２年生が約７％、高校２年生
が約 10％となっています。

⑤平日１時間以上の留守番
「平日１時間以上の留守番を週に１回以上する」と回答した割合は、小学１年生が約 14％、
小学５年生が約 33％となっています。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

小 5

中 2

高 2

親・きょうだい 祖父母・親戚 友達（学校内外） その他 一人でいる 回答なし

35.8％

28.5％

24.5％ 52.7％ 6.1％ 10.3％ 6.4％

1.6％
53.4％

1.2％

6.6％ 8.6％

8.8％ 25.1％ 8.5％ 9.2％ 12.7％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小 1

小 5

留守番をしたことがない 年に1～11回
月に1～3回 週に1回以上

回答なし

59.4％

25.9％ 20.9％ 13.7％ 33.0％ 6.4％

15.8％ 8.5％ 14.4％ 1.9％
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（３）学校生活について

○クラスの雰囲気が「非常に好き」「まあ好き」、学校が「非常に楽しい」「まあ楽しい」、担
任の先生を「非常に信頼している」「まあ信頼している」、クラスの友だちを「非常に信頼
している」「まあ信頼している」と回答した割合は、子どもの年齢が高くなるにつれて少な
くなる傾向にあります。
○学校に行きたくないと思うことが「よくあった」「時々あった」と回答した割合は、子ども
の学年が高くなるにつれて多くなる傾向にあります。

①クラスの雰囲気が好きである
「非常にそう思う」「まあそう思う」と回答した割合は、小学１年生が約 84%、小学５年生
が約 70%、中学２年生が約 64％、高校２年生が約 62％となっており、子どもの学年が高く
なるにつれて少なくなる傾向にあります。

②学校が楽しいと思っている
「非常にそう思う」「まあそう思う」と回答した割合は、小学１年生が約 89%、小学５年生
が約 74%、中学２年生が約 69％、高校２年生が約 62％となっており、子どもの学年が高く
なるにつれて少なくなる傾向にあります。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

小 1

小 5

中 2

高 2

0.9％

2.5％
5.3％

5.2％

6.3％

6.9％ 9.8％ 18.8％ 33.7％ 27.9％ 2.9％

8.0％ 14.8％ 32.4％ 36.6％ 1.8％

6.9％ 11.5％ 30.5％ 43.1％ 2.8％

36.4％ 52.5％ 2.4％
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③担任の先生を信頼している
「非常にそう思う」「まあそう思う」と回答した割合は、小学１年生が約 86％、小学５年生
が約 71％、中学２年生が約 61％、高校２年生が約 58%となっており、子どもの学年が高く
なるにつれて少なくなる傾向にあります。

④クラスの友だちを信頼している
「非常にそう思う」「まあそう思う」と回答した割合は、小学１年生が約 82％、小学５年生
が約 80％、中学２年生が約 72％、高校２年生が約 64％となっており、子どもの学年が高く
なるにつれて少なくなる傾向にあります。

⑤学校に行きたくないと思った
「よくあった」「時々あった」と回答した割合は、小学５年生が約 37%、中学２年生が約
42％、高校２年生が約 54％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向に
あります。

小 5

中 2

高 2

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 回答なし

11.0％

15.4％

21.9％ 31.6％ 19.9％ 21.7％
2.4％

2.5％

26.6％ 21.0％ 31.4％
3.6％

1.9％

25.6％ 20.0％ 36.4％
3.1％

3.9％
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⑥１ヶ月以上学校を休んだ
「よくあった」「時々あった」と回答した割合は、小学５年生が約１％、中学２年生が約
３％、高校２年生が約４％となっています。

⑦いじめられた
「よくあった」「時々あった」と回答した割合は、小学５年生で約 12％、中学２年生及び高
校２年生が約９％となっています。

⑧悩み事を相談できる友だちの数
「０人」と回答した割合は、小学５年生が約 16％、中学２年生が約 12％、高校２年生が約
10％となっています。

■よくあった　■時々あった　■あまりなかった　■なかった　■わからない　■回答なし

0.6%

1.4%

1.0%

1.4%

2.6%
89.3%

90.7%

88.2%

0.6%

1.8%

2.7% 2.4%

1.7%

5.5%

2.5%

2.9%

2.2%

2.3%

■よくあった　■時々あった　■あまりなかった　■なかった　■わからない　■回答なし

68.2%11.1%9.4%
3.4%

7.1% 76.2%6.4%
5.1%

76.1%6.3% 8.3%
4.6%

3.0%

2.2%

2.3%

5.0%

3.1%

2.5%

28.3% 7.3%20.2%28.5%15.7%

19.9% 37.6%11.9% 23.8% 6.9%

■0 人　■1～2人　■3～4人　■5 人以上　■回答なし

39.2%21.7% 20.6%10.1% 8.3%
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（４）学校の授業について

○学校の授業が「いつもわかる」「だいたいわかる」と回答した割合は、子どもの学年が高く
なるにつれて少なくなる傾向にあります。
○勉強がわからないときに教えてもらう人について、小学１年生及び小学５年生は「親」、中
学２年生及び高校２年生は「友だち」と回答した割合が最も高くなっています。

①理解度
「いつもわかる」「だいたいわかる」と回答した割合は、小学１年生が約 89％、小学５年生
が約 86％、中学２年生が約 74％、高校２年生が約 69％となっており、子どもの学年が高く
なるにつれて少なくなる傾向にあります。

②勉強がわからないときに教えてもらう人
小学１年生及び小学５年生は「親」、中学２年生及び高校２年生は「友だち」と回答した割
合が多くなっています。

■いつもわかる ■だいたいわかる ■あまりわからない
■わからないことが多い ■ほとんどわからない ■回答なし

27.9% 60.7% 5.4% 3.0%

33.8% 52.1% 5.8% 4.6%

13.8% 60.5% 13.9% 6.7% 2.2%

7.8% 61.3% 17.6% 2.9%7.7%

計

0.4%

2.7%

2.8%

0.9%

2.9%

2.7%

■親
■親以外の家族（きょうだいや、おじいちゃん・おばあちゃん等）
■学校の先生
■放課後等補充学習の先生
■放課後子ども教室・児童クラブ等の先生
■塾や習い事の先生
■その他の大人
■友達
■教えてもらう人がいない

37.7% 18.4% 21.5% 9.7% 3.5% 6.0%

35.6% 15.3% 16.0% 7.5% 20.4%

16.9% 7.4% 14.0%22.7% 33.2%

5.4% 3.6% 29.3% 46.5% 3.7%8.3%
計

2.2%
2.4%

1.4%
0.0%

2.4%
0.0%

2.3% 0.9%

0.8%

0.7%

0.7%
0.2%

0.6%

2.6%
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③クラスの中での成績
「やや下のほう」「下のほう」と回答した割合は、小学１年生が約 12％、小学５年生が約
21％、中学２年生が約 34％、高校２年生が約 32%となっています。

④得意な教科
「どれもあてはまらない」と回答した割合は、小学５年生が約１％、中学２年生が約３％、
高校２年生が約８％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向にありま
す。

13.5% 19.3% 44.3% 7.6% 9.0%

8.5%

4.0%

2.8%

4.1%
2.1%

2.8%

2.4%

3.2%

7.4%

16.0%

16.1%

13.5%

18.0%

16.3%

36.4%

28.1%

27.9%

18.1%

18.2%

17.5%

13.2%

13.3%

16.3%

小 1

小 5

中 2

高 2

上のほう

下のほう

やや上のほう やや下のほう

わからない

真ん中のあたり

回答なし

小 5 13.0% 9.5% 12.5% 8.6% 15.7% 14.7% 12.8% 12.4%

8.2% 8.9% 7.5% 9.4% 7.1% 8.3% 30.9%

7.9%

6.5%

12.9% 12.2% 10.9% 13.8% 7.5%
4.2% 2.9%

0.9%
0.0%0.0%0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.5%

7.6%5.8%

10.7%

14.4%

中 2

高 2
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（５）学校以外での学習状況について

○１日あたりの授業以外の勉強時間について「まったくしない」と回答した割合は、子ども
の学年が高くなるにつれて多くなる傾向にあります。
○学校での放課後等補充学習へ「参加したことはない」と回答した割合は、子どもの学年が
高くなるにつれて少なくなる傾向にあります。
○また、学校での放課後等補充学習へ小学５年生の保護者が約 62％、中学２年生の保護者が
約 64％参加させたいと回答していますが、「参加したことがある」と回答した小学５年生
は約 34％、中学２年生は約 40％にとどまっています。

①１日あたりの授業以外の勉強時間
「まったくしない」と回答した割合は、小学１年生及び小学５年生が約３％、中学２年生が
約８％、高校２年生が約 31％となっており、概ね子どもの学年が高くなるにつれて多くなる
傾向にあります。

②有料の塾に通ったり、家庭教師に来てもらう頻度
「週に１日以上塾や家庭教師を利用している」と回答した割合は、小学１年生が約 22％、小
学５年生が約 39％、中学２年生が約 36%、高校２年生が約 18％となっており、小学５年生
が最も多くなっています。

27.7％ 14.7％50.8％

23.6％ 36.2％9.4％ 13.2％ 11.5％

13.5％8.0％ 34.0％ 16.1％ 3.9％22.0％

30.5％ 17.3％ 13.8％ 10.8％ 5.2％19.2％

3.3％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小 1

小 5

中 2

高 2

■まったくしない ■30分より少ない ■30分以上、1時間より少ない
■1時間以上、2時間より少ない ■2時間以上、3時間より少ない ■3時間以上
■回答なし

2.7％

1.3％

0.3%
1.9％

3.5％

2.4％

3.2％

■通ってきてもらっていない ■週に1日 ■週に2日
■週に3日 ■週に4日 ■週に5日
■週に6日 ■毎日 ■回答なし

75.0％ 13.6％4.9％

54.4％ 12.0％ 7.0％9.2％8.4％4.6％

59.5％ 13.0％ 12.1％ 4.2%6.7％

77.1％ 5.1％4.5％ 5.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小 1

小 5

中 2

高 2

0.4%
3.1%

0.5%

2.1% 0.1%

0.1%

2.8%

2.4%
0.4%

1.1%
1.2%

2.8%

1.2%

1.2%

1.2%
0.6%

0.5%

1.1%
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③学校での放課後等補充学習への参加状況
「参加したことはない」と回答した割合は、小学１年生が約 67％、小学５年生が約 62％、
中学２年生が約 57％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて少なくなる傾向にあり
ます。

※参加しない理由
小学１年生は「学校でやっていないから」「放課後等補充学習のことを知らなかったから」
と回答した割合が多くなっており、小学５年生及び中学２年生は、「必要ないから」「塾、ス
ポーツ、習い事等で時間がないから」が多くなっています。

■いつも参加　■時々参加　■たまに参加　■参加したことはない　■回答なし

67.3% 4.4%5.3%12.0% 11.0%

61.6% 4.3%9.2%13.0%11.9%

56.6% 3.1%17.2%14.0%9.2%

■学校でやっていないから ■家の事情（家族の世話、家事等）があるから
■塾、スポーツ、習い事等で時間がないから ■興味がないから
■必要がないから ■放課後等補充学習のことを知らなかったから
■その他の理由 ■回答なし

1.8%

1.5% 2.1%

2.4%
1.5%

42.2% 18.2% 19.5% 8.5% 6.1%

19.7% 20.7% 12.7% 22.2% 8.5% 6.8% 7.0%

18.8% 19.9% 18.5% 22.3% 9.5%
4.1%

5.4%
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④学校での放課後等補充学習で行いたいこと（子ども回答）
「授業でわからなかったことを教えてもらいたい」と回答した割合が最も多く、小学５年生
が約 36％、中学２年生が約 50％となっています。

⑤放課後等補充学習へ参加させたいか（保護者回答）
「はい」と回答した割合は、小学５年生の保護者が約 62％、中学２年生の保護者が約 64％
となっています。

⑥夏休みの宿題を実施する時期
「ほぼ毎日、こつこつとやった」と回答した割合は、小学５年生が約 44％で最も多く、「ど
ちらかというと夏休みの終わりのころにまとめてやった」「夏休みの終わりころにまとめて
やった」と回答した割合は、小学１年生が約 10％、小学５年生が約 24％、中学２年生が約
48％、高校２年生が約 59％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向に
あります。

12.0%23.0%27.0%36.4%

10.9%16.0%21.8%49.8%

■授業でわからなかったことを教えてもらいたい
■宿題（夏休み等の宿題を含む）でわからないところを教えてもらいたい
■自分の興味のあることやレベルの高い内容を教えてもらいたい
■その他
■わからない

1.6%

1.7%

■はい　■いいえ　■わからない　■回答なし

17.2%19.6%62.0%

19.6%15.0%64.1%

1.3%

1.3%

■夏休みの最初のころにまとめてやった
■どちらかというと夏休みの最初のころにまとめてやった
■ほぼ毎日、こつこつとやった
■どちらかというと夏休みの終わりのころにまとめてやった
■夏休みの終わりころにまとめてやった
■回答なし

42.7%20.5% 24.4% 8.8%

15.7%12.3% 43.6% 18.0% 6.0%

15.9%8.4% 25.0% 33.5% 14.0%

15.0%13.8%8.5% 37.3% 21.4%

0.9%

2.7%

4.4%

3.2%

4.0%
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（６）子どもの気持ち等について

○幸福度について「とても幸せ」と回答した割合は、子どもの学年が高くなるにつれて少な
くなる傾向にあります。
○自己肯定感が低く、抑うつ傾向が高い割合は、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる
傾向にあります。
○また、「悩み事がある」と回答した割合は、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向
にあり、その相談相手は、小学５年生は「お母さん」、中学２年生及び高校２年生は「友だ
ち」が最も多くなっています。

①幸福度

※小学５年生・中学２年生・高校２年生の子どもを対象に「あなたは、自分が幸せだと思いますか」の
質問に対して、「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を 0 点として当てはまる点数を回答

平均点を下回る「７点未満」と回答した割合は、小学５年生が約 23％、中学２年生が約
30％、高校２年生が約 34％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向に
あります。

■10点　■7～９点　■７点未満　■回答なし

23.1%37.5%34.0%

30.1%43.0%22.4%

34.1%19.4% 43.5%

5.3%

4.6%

3.0%

平均7.9点

平均7.3点

平均7.1点
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②自己肯定感

※小学５年生・中学２年生・高校２年生の子どもを対象に、「児童用コンピテンス尺度」（桜井 , 1992）
から自己評価に関する９項目を抜粋して、各項目の回答を０～３点に換算（27 点満点）。高得点ほ
ど自己肯定感が高い。

【項目】
　・自分に自信がある
　・たいていのことは、人よりうまくできると思う
　・自分には人に自慢できるところがたくさんあると思う
　・何をやってもうまくいかないような気がする
　・今の自分に満足している
　・自分はきっと偉い人になれると思う
　・自分はあまり役に立たない人間だと思う
　・自分の意見は、自信を持って言える
　・自分にあまりいいところがないと思う

「すべての設問の回答が１点以下」（自己肯定感が低い）の割合は、小学５年生が約７％、
中学２年生が約 11％、高校２年生が約 13％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて
多くなる傾向にあります。
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③抑うつ傾向

※小学５年生・中学２年生・高校２年生の子どもを対象に、「子ども用抑うつ自己評価尺度（DSRS）」
日本語版の 15 項目（佐藤・新井 , 2003）を用いて、各項目の回答を０～２点に換算（30 点満
点）。高得点ほど抑うつ傾向が高い。

【項目】
　・楽しみにしていることがたくさんある　　　・いつものように何をしても楽しい
　・とても良く眠れる　　　　　　　　　　　　・こわい夢を見る
　・泣きたいような気がする　　　　　　　　　・独りぼっちの気がする
　・遊びに出かけるのが好きだ　　　　　　　　・落ち込んでいてもすぐに元気になれる
　・逃げ出したいような気がする　　　　　　　・とても悲しい気がする
　・おなかが痛くなることがある　　　　　　　・とても退屈な気がする
　・元気いっぱいだ
　・食事が楽しい
　・やろうと思ったことがうまくできる

平均点は、小学５年生が 9.3 点、中学２年生が 10.6 点、高校２年生が 11.6 点となっており、
子どもの年齢が高くなるにつれて平均点が高くなる傾向にあります。

④レジリエンス（逆境を乗り越える力）

※小学１年生・小学５年生・中学２年生の保護者を対象に、「Children's Resilient Coping Scale
（CRCS）」の８項目を用いて、各項目の回答を０～４点に換算（合計点を更に 100 点満点に換算）。
高得点ほどレジリエンス（逆境を乗り越える力）が高い。

【項目】
　・将来について明るい面を言うことができる
　・自分のベストを尽くそうとする
　・馬鹿にされたり、悪口を言われてもうまく対処することができる
　・他人にきちんと挨拶をすることができる
　・大人が指示しなくとも、自ら学校の準備、宿題、家の手伝いができる
　・必要な時には適切にアドバイスを求めることができる
　・将来よい結果となるように、今欲しいものをあきらめたり、嫌なことでも実行することができる
　・自分がわからなかったことを知るために、質問することができる

平均点は、小学１年生が 62.7 点、小学５年生が 65.9 点、中学２年生が 63.3 点となってお
り、小学５年生のレジリエンスの平均点が最も高くなっています。

学年 小５ 中２ 高２

平均点 9.3 点 10.6 点 11.6 点

平均点　62.7点
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平均点　62.7点
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⑤悩み事の有無
「ある」と回答した割合は、小学５年生が約 22％、中学２年生が約 33％、高校２年生が約
42％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向にあります。

※悩み事の相談相手（複数回答）

【小学５年生】
「お母さん」と回答した割合が約 25％と最も多くなっており、次いで「友だち」が約 20％、
「お父さん」が約 12％となっています。

74.7% 2.9%22.4%

64.2% 2.5%33.3%

54.0% 4.0%42.1%

小5

中2

高2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 回答なし

お母さん
お父さん
兄弟姉妹

祖父・祖母
その他の家族・親せき

友だち
先輩・後輩
学校の先生

放課後等補充学習（放課後補習）の先生
塾や習い事の先生

保健室の先生
スクールソーシャルワーカー

学校カウンセラー（スクールカウンセラー）
カウンセラー（学校カウンセラー以外）（電話相談を含む）

放課後子ども教室・児童クラブ等の先生
公民館・コミュニティセンター・児童館等の人

近所の人
インターネットの相談サイト

その他
誰にも相談しない

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24.6％
　　　　　　　　　　　   11.9％
　　　　　　　7.2％
　　　　　　　   8.0％
　　2.2％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   20.1％
　   1.7％
　　　　　　   6.9％
 0.3%
　  1.6％
　　   2.8％
  0.5％
　　2.0％
  0.5％
 0.2％
0.1％
  0.6％
 0.3％
    1.0％
　　　　　　　 7.5％
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【中学２年生】
「友だち」と回答した割合が約 27％と最も高くなっており、次いで「お母さん」が約 18％、
「先輩・後輩」が約８％となっています。

【高校２年生】
「友だち」と回答した割合が約 28％と最も多くなっており、次いで「お母さん」が約 19％、
「学校の先生」が約８％となっています。

お母さん
お父さん
兄弟姉妹

祖父・祖母
その他の家族・親せき

友だち
先輩・後輩
学校の先生

放課後等補充学習（放課後補習）の先生
塾や習い事の先生

保健室の先生
スクールソーシャルワーカー

学校カウンセラー（スクールカウンセラー）
カウンセラー（学校カウンセラー以外）（電話相談を含む）

放課後子ども教室・児童クラブ等の先生
公民館・コミュニティセンター・児童館等の人

近所の人
インターネットの相談サイト

その他
誰にも相談しない

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

　　　　　　　　　　　　　　　　　   18.4％
　　　　　　　  7.8％
　　　　　　  6.6％
　　　　4.0％
　　2.0％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 26.5％
　　　　　　　　8.3％
　　　　　　　7.3％
 0.3%
　   1.7％
　　2.2％
 0.2％
　 0.1％
 0.2％
0.0％
0.0％
 0.2％
   0.7％
　 1.1％
　　　　　　　　　　    11.3％

お母さん
お父さん
兄弟姉妹

祖父・祖母
その他の家族・親せき

友だち
先輩・後輩
学校の先生

放課後等補充学習（放課後補習）の先生
塾や習い事の先生

保健室の先生
スクールソーシャルワーカー

学校カウンセラー（スクールカウンセラー）
カウンセラー（学校カウンセラー以外）（電話相談を含む）

放課後子ども教室・児童クラブ等の先生
公民館・コミュニティセンター・児童館等の人

近所の人
インターネットの相談サイト

その他
誰にも相談しない

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

　　　　　　　　　　　　　　　　　      19.2％
　　　　　　　    8.2％
　　　　　　　  7.9％
　　   2.7％
　  1.4％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  28.1％
　　　　　　  6.8％
　　　　　　　　8.4％
 0.2%
　      2.4％
　 1.2％
 0.2％
    0.9％
 0.2％
0.0％
0.0％
 0.2％
    0.8％
　1.0％
　　　　　　　　　   10.1％
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（７）子どもの将来について

○保護者が子どもに（又は子ども自身が）希望する進学先として「大学以上」と回答した割
合は、高校２年生の保護者が約 53％、子どもが約 51％となっています。また、中学２年生
の保護者が約 51％、子どもが約 44％となっています。
○進学先予想の理由のうち「家庭に経済的な余裕がないから」と回答した割合は、約 23％と
なっており、その進学の条件としては、給付型（返済不要）又は無利子、有利子の奨学金
が受けられれば考えられると回答した割合は、約 87％となっています。

①子どもの将来（夢・進路・職業等）について（保護者回答）
「子どもと一緒に考えたり、話をよくする」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる
世帯が約 16％、小学５年生の世帯が約 24％、中学２年生の世帯が約 28％、高校２年生の世
帯が約 29％となっており、子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向にあります。

②進学先について
（ア）子どもに希望する進学先（保護者回答）
「大学以上」と回答した割合は、小学１年生の子どもがいる世帯が約 52％、小学５年生の
世帯が約 48％、中学２年生の世帯が約 51％、高校２年生の世帯が約 53％となっています。

■よくする　■たまにする　■あまりしない　■これまで特にしたことがない　■回答なし

15.5% 52.7% 19.3% 3.6%8.9%

23.6% 58.3%
2.5%

0.9%

1.1%

12.5% 3.0%

27.7% 58.7% 10.7% 2.0%

29.1% 54.9% 9.2% 5.6%

小1

小5

中2

高2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小1

小5

中2

高2

9.4％ 10.3％
0.1％

4.0％ 51.5％ 23.6％ 1.2％

11.4％ 13.0％
0.3％

5.6％ 48.2％ 19.2％ 2.2％

13.7％ 13.4％
0.1％

5.3％ 50.6％ 15.5％ 1.4％

13.9％ 21.2％
0.0％

5.2％ 53.4％
2.9％

3.4％

中学まで 高校まで
専門学校まで 高専・短大まで

大学以上 まだわからない（小1・小5・中2）、その他（高2）

回答なし

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（イ）子どもの進学先の予想（保護者回答）
「大学（県内）まで」「大学（県外）まで」「大学院（県内）まで」「大学院（県外）まで」
と回答した割合は、約 47％となっています。

（ウ）進学先予想の理由（保護者回答）
「家庭に経済的な余裕がないから」と回答した割合は、約 23％となっています。

※進学への条件
「給付型（返済不要）奨学金が受けられる場合のみ、考えられる」「給付型は無理でも、無
利子の奨学金が受けられれば、考えられる」「有利子でも奨学金が受けられれば、考えられ
る」と回答した割合は、合わせて約 87％となっています。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

高 2

高校まで 専門学校（県内）まで 専門学校（県外）まで 高専・短大（県内）まで
高専・短大（県外）まで 大学（県内）まで
大学院（県外）まで その他 回答なし

大学（県外）まで 大学院（県内）まで

20.8％ 16.4％

4.8％ 2.2％1.1％

4.8％ 15.1％ 28.9％

3.1％0.3％

2.5％

66.7％

6.8％

6.0％

14.1％

22.5％

5.0％

2.7％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

高 2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

47.5％ 32.5％ 7.4％ 6.6％

2.1％

3.9％

給付型（返済不要）奨学金が受けられる場合のみ、考えられる
給付型は無理でも、無利子の奨学金が受けられれば、考えられる
有利子でも奨学金が受けられれば、考えられる
生活費を稼ぐためにも、早く働きに出てもらう必要があり、進学は考えられない
その他
回答なし
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（エ）子ども自身が希望する進学先（子ども回答）
「大学以上」（「大学（県内）まで」「大学（県外）まで」「大学院（県内）まで」「大学院（県外）まで」の数
値を合算）と回答した割合は、中学２年生が約 44％、高校２年生が約 51％となっています。

（オ）子ども自身の進学先の予想（子ども回答）
「大学以上」（「大学（県内）まで」「大学（県外）まで」「大学院（県内）まで」「大学院（県外）まで」の数
値を合算）と回答した割合は、約 48％となっています。

（カ）進学先予想の理由（子ども回答）（複数回答）
「家庭に経済的な余裕がないから」と回答した割合は、約８％となっています。

14.4% 10.9% 5.2% 22.0%

2.9%

3.4%

2.4%

44.4%

17.7% 20.6% 5.3% 50.5%

中 2

0.3%

中 2
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※進学への条件
「給付型（返済不要）奨学金が受けられる場合のみ、考えられる」「給付型は無理でも、無
利子の奨学金が受けられれば、考えられる」「有利子でも奨学金が受けられれば、考えられ
る」と回答した割合は、合わせて約 70％となっています。

③将来の夢
「ある」と回答した割合は、小学５年生が約 77%、中学２年生が約 63％となっています。

※将来の夢がない理由
「具体的に、何も思いうかばないから」と回答した割合が約 63 ～ 70％、「わからない」が
約 19 ～ 21％、「夢がかなうのがむずかしいと思うから」が約８～ 10％となっています。

給付型（返済不要）奨学金が受けられる場合のみ、考えられる
給付型は無理でも、無利子の奨学金が受けられれば、考えられる
有利子でも奨学金が受けられれば、考えられる
生活費を稼ぐためにも、早く働きに出る必要があり、進学は考えられない
その他
回答なし
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④なりたい職業
「ある」と回答した割合は、約 63％となっています。

※なりたい職業がない理由
「具体的に、何も思いうかばないから」と回答した割合が約 63％、「わからない」が約 17％、
「なりたい職業にはなれないと思うから」が約８％となっています。

具体的に、何も思いうかばないから
どんな仕事でも収入が得られればいいから
社会に出て働きたくないから
なりたい職業にはなれないと思うから
わからない
その他
回答なし
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４　クロス分析
「生活困難」、「放課後にほっとできる場所」「学校のクラスの雰囲気の好き嫌い」「子どもと
の関わり」の４つの調査結果に対して、幸福度、自己肯定感、抑うつ傾向、レジリエンス（逆
境を乗り越える力）、問題行動、向社会性、将来の夢 ･なりたい職業、希望する進学先、授業
理解度の９つのクロス項目で分析を行いました。
クロス分析するにあたっては、調査方法の違いによる回収率の差を考慮するため、各市町
村の回収率の逆数で重み付けをして解析を行っています。（※⑨授業理解度を除く）
また、アウトカムが連続変数の場合はｔ検定を、カテゴリー変数の場合はカイ二乗検定を
用いて統計的有意性を検討し、有意水準が５％未満（ｐ＜ 0.05）の場合、統計的に意味のあ
る差と判断しています。

＜クロス項目＞
①幸福度
小学５年生・中学２年生・高校２年生の子どもを対象に「あなたは、自分が幸せだと思い
ますか」の質問に対して、「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を 0点として当てはまる点
数を回答

②自己肯定感
小学５年生・中学２年生・高校２年生の子どもを対象に、「児童用コンピテンス尺度」（桜
井 , 1992）から自己評価に関する９項目を抜粋して、各項目の回答を０～３点に換算（27 点
満点）。高得点ほど自己肯定感が高い。

【項目】
・自分に自信がある　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自分はきっと偉い人になれると思う
・たいていのことは、人よりうまくできると思う　　　　　・自分はあまり役に立たない人間だと思う
・自分には人に自慢できるところがたくさんあると思う　　・自分の意見は、自信を持って言える
・何をやってもうまくいかないような気がする　　　　　　・自分にあまりいいところがないと思う
・今の自分に満足している

③抑うつ傾向
小学５年生・中学２年生・高校２年生の子どもを対象に、「子ども用抑うつ自己評価尺度

（DSRS）」日本語版の 15 項目（佐藤・新井 , 2003）を用いて、各項目の回答を０～２点に換
算（30 点満点）。高得点ほど抑うつ傾向が高い。

【項目】
・楽しみにしていることがたくさんある　　　・やろうと思ったことがうまくできる
・とても良く眠れる　　　　　　　　　　　　・いつものように何をしても楽しい
・泣きたいような気がする　　　　　　　　　・こわい夢を見る
・遊びに出かけるのが好きだ　　　　　　　　・独りぼっちの気がする
・逃げ出したいような気がする　　　　　　　・落ち込んでいてもすぐに元気になれる
・おなかが痛くなることがある　　　　　　　・とても悲しい気がする
・元気いっぱいだ　　　　　　　　　　　　　・とても退屈な気がする
・食事が楽しい
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④レジリエンス
小学１年生・小学５年生・中学２年生の保護者を対象に、「Children's Resilient Coping Scale

（CRCS）」の８項目を用いて、各項目の回答を０～４点に換算（合計点を更に 100 点満点に
換算）。高得点ほどレジリエンス（逆境を乗り越える力）が高い。

【項目】
・将来について明るい面を言うことができる
・自分のベストを尽くそうとする
・馬鹿にされたり、悪口を言われてもうまく対処することができる
・他人にきちんと挨拶をすることができる
・大人が指示しなくとも、自ら学校の準備、宿題、家の手伝いができる
・必要な時には適切にアドバイスを求めることができる
・将来よい結果となるように、今欲しいものをあきらめたり、嫌なことでも実行することができる
・自分がわからなかったことを知るために、質問することができる

⑤問題行動
小学１年生・小学５年生・中学２年生・高校２年生の保護者を対象に、「子どもの強さと困
難さアンケート（SDQ）」25 項目のうち、行為 ･多動 ･情緒 ･仲間関係に関する 20 項目を用
いて、各項目の回答を０～２点に換算（40 点満点）。高得点ほど問題行動が多い。

【項目】
・おちつきがなく、長い間じっとしていられない
・頭が痛い、おなかが痛い、きもちが悪いなどと、よく訴える
・カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある
・一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い
・素直で、だいたいは大人のいうことをよく聞く
・心配ごとが多く、いつも不安なようだ
・いつもそわそわしたり、もじもじしている
・仲のよい友だちが少なくとも一人はいる
・よく他の子とけんかをしたり、いじめたりする
・おちこんでしずんでいたり、涙ぐんでいたりすることがよくある
・他の子どもたちから、だいたいは好かれているようだ
・すぐに気が散りやすく、注意を集中できない
・目新しい場面に直面すると不安ですがりついたり、すぐに自信をなくす
・よく嘘をついたり、ごまかしたりする
・他の子から、いじめの対象にされたり、からかわれたりする
・よく考えてから行動することができる
・家や学校、その他から物を盗んだりする
・他の子どもたちより、大人といる方がうまくいくようだ
・こわがりで、すぐにおびえたりする
・ものごとを最後までやりとげ、集中力もある
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⑥向社会性
小学１年生・小学５年生・中学２年生・高校２年生の保護者を対象に、「子どもの強さと困
難さアンケート（SDQ）」25 項目のうち、向社会性に関する５項目を用いて、各項目の回答
を０～２点に換算（10 点満点）。高得点ほど向社会性が高い。

【項目】
・他人の気持ちをよく気づかう
・他の子どもたちと、よく分け合う（お菓子等）
・誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける
・年下の子どもたちに対してやさしい
・自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・子どもたち等）

⑦将来の夢（小５、中２）・なりたい職業（高２）
小学５年生・中学２年生には将来の夢の有無、高校２年生には将来なりたい職業の有無を
質問

⑧希望する進学先
中学２年生・高校２年生の子どもを対象に、将来、希望する進学先を尋ね、その回答をそ
れぞれ２群に分けた。

中学２年生：「大学またはそれ以上」と「中学まで」「高校まで」「専門学校まで」「高専 ･ 短大まで」「まだわ

からない」の２群

高校２年生：「大学（県内）まで」「大学（県外）まで」「大学院（県内）まで」「大学院（県外）まで」と「高

校まで」「専門学校（県内）まで」「専門学校（県外）まで」「高専 ･ 短大（県内）まで」「高専 ･

短大（県外）まで」「その他」の２群

　　
⑨授業理解度
小学５年生・中学２年生・高校２年生の子どもを対象に、「あなたは、学校の授業がよくわ
かりますか」と尋ね、「いつもわかる」「だいたいわかる」「あまりわからない」「わからない
ことが多い」「ほとんどわからない」の５群に分けた。
小学１年生は、保護者に「あなたのお子さんは、学校の授業がよくわかりますか。お子さ
んにもたずねながらお答えください。」と尋ね、その回答を同様に５群に分けた。
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＜集計結果＞
（１）「生活困難」に関するクロス集計

○「非生活困難」の子どもは、「生活困難」の子どもと比較して、幸福度や自己肯定感、レジ
リエンス（逆境を乗り越える力）は高く、抑うつ傾向、問題行動を示す点数は低い傾向に
あります。
○また、大学以上に進学したいと希望する割合や学校の授業について「いつもわかる」「だい
たいわかる」と回答した割合は多い傾向にあります。
○一方、向社会性や将来の夢・なりたい職業については、有意な差がありませんでした。

①幸福度

※全て統計的に有意な差あり
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②自己肯定感

※全て統計的に有意な差あり
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③抑うつ傾向

※全て統計的に有意な差あり
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※全て統計的に有意な差あり

④レジリエンス（逆境を乗り越える力）
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⑤問題行動

※全て統計的に有意な差あり



— 64 — — 65 —

⑥向社会性

※全て統計的に有意な差なし
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⑦将来の夢（小５、中２）・なりたい職業（高２）

※全て統計的に有意な差なし
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⑧希望する進学先

※全て統計的に有意な差あり
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⑨授業理解度

※各市町村の回収率による重み付けは行っていません。
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※全て統計的に有意な差あり

（２）「放課後にほっとできる場所」に関するクロス集計

○「放課後にほっとできる場所がある（「自分の家」又は「自分の家以外の場所」）と回答し
た子どもは、「ない」と回答した子どもと比較して、幸福度や自己肯定感、レジリエンス
（逆境を乗り越える力）は高く、抑うつ傾向、問題行動を示す点数は低い傾向にあります。
○また、将来の夢・なりたい職業が「ある」と回答した割合や学校の授業について「いつも
わかる」「だいたいわかる」と回答した割合は多い傾向にあります。
○一方、向社会性や大学以上に進学したいと希望する割合については、有意な差がありませ
んでした。

①幸福度
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②自己肯定感

※全て統計的に有意な差あり
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③抑うつ傾向

※全て統計的に有意な差あり
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④レジリエンス（逆境を乗り越える力）

※小５の「自分の家以外の場所」と「ほっとできる場所はない」について
統計的に有意な差なし
※上記を除いて統計的に有意な差あり
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⑤問題行動

※小５の「自分の家以外の場所」と「ほっとできる場所はない」に
ついて統計的に有意な差なし
※上記を除いて統計的に有意な差あり
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⑥向社会性

※小５、中２の「自分の家以外の場所」と「ほっとできる場所はない」に
ついて統計的に有意な差なし
※高２は全て統計的に有意な差なし
※上記を除いて統計的に有意な差あり
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⑦将来の夢（小５、中２）・なりたい職業（高２）

※高２の「自分の家以外の場所」と「ほっとできる場所はない」に
ついて統計的に有意な差なし
※上記を除いて統計的に有意な差あり
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ない
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

小5：放課後にほっとできる場所
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65.3%

ない
34.7%
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ない
29.1%
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53.6%

ない
46.4%

自分の家

自分の家以外の場所

ほっとできる場所はない
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中2：放課後にほっとできる場所

ある
64.7%

ない
35.3%

ある
64.2%

ない
35.8%

ある
56.4%

ない
43.6%

自分の家

自分の家以外の場所

ほっとできる場所はない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高2：放課後にほっとできる場所
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⑧希望する進学先

※中２の「自分の家」と「ほっとできる場所はない」について統計的
に有意な差なし
※高２は全て統計的に有意な差なし
※上記を除いて統計的に有意な差あり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑨授業理解度

※各市町村の回収率による重み付けは行っていません。
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（３）「学校のソーシャルキャピタル（クラスの雰囲気）」に関するクロス集計

○「クラスの雰囲気が好き」と回答した子どもは、「好きではない」と回答した子どもと比較
して、幸福度や自己肯定感、レジリエンス（逆境を乗り越える力）、向社会性は高く、抑う
つ傾向、問題行動を示す点数は低い傾向にあります。
○また、将来の夢・なりたい職業が「ある」と回答した割合や学校の授業について「いつも
わかる」「だいたいわかる」と回答した割合は多い傾向にあります。
○一方、大学以上に進学したいと希望する割合については、有意な差がありませんでした。

①幸福度

※全て統計的に有意な差あり
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②自己肯定感

※全て統計的に有意な差あり
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③抑うつ傾向

※全て統計的に有意な差あり
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④レジリエンス（逆境を乗り越える力）

※全て統計的に有意な差あり
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⑤問題行動

※全て統計的に有意な差あり

0点 5点 10点 15点

0点 5点 10点 15点

0点 5点 10点 15点

0点 5点 10点 15点
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⑥向社会性

※全て統計的に有意な差あり
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⑦将来の夢（小５、中２）・なりたい職業（高２）

※全て統計的に有意な差あり
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⑧希望する進学先

※全て統計的に有意な差なし
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⑨授業理解度

※各市町村の回収率による重み付けは行っていません。
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（４）「子どもとの関わり」に関するクロス集計

○「保護者と子どもが学校生活の話をする頻度が週１回以上」と回答した子どもは、「週１回
未満」と回答した子どもと比較して、幸福度や自己肯定感、レジリエンス（逆境を乗り越
える力）、向社会性は高く、抑うつ傾向、問題行動を示す点数は低い傾向にあります。
○また、将来の夢・なりたい職業が「ある」と回答した割合や学校の授業について「いつも
わかる」「だいたいわかる」と回答した割合は多い傾向にあります。
○一方、大学以上に進学したいと希望する割合については、有意な差がありませんでした。

①幸福度

※全て統計的に有意な差あり
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②自己肯定感

※高２は統計的に有意な差なし
※上記を除いて統計的に有意な差あり
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③抑うつ傾向

※全て統計的に有意な差あり
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④レジリエンス（逆境を乗り越える力）

※全て統計的に有意な差あり
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⑤問題行動

※全て統計的に有意な差あり
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⑥向社会性

※全て統計的に有意な差あり
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⑦将来の夢（小５、中２）・なりたい職業（高２）

※小５は統計的に有意な差なし
※上記を除いて統計的に有意な差あり
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⑧希望する進学先

※全て統計的に有意な差なし
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高2：学校の話をする頻度
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⑨授業理解度

※各市町村の回収率による重み付けは行っていません。
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５　まとめ
（１）世帯の状況について
○今回の調査では、子どもの貧困状態を家庭の経済的な困窮だけでなく、家庭環境全体で把
握することとし、
①低所得
②経済的な理由による生活必需品の非所有
③経済的な理由による子どもの生活に必要なものの支払いができなかった経験
の、いずれか１つでも該当する世帯を「生活困難」にある状態と定義したところ、国が公
表している平成 27 年の子どもの貧困率（13.9％）の約 2.3 倍にあたる約 33%の世帯が該当
しています。（P.3 参照）
○なお、
①低所得に該当する割合は全学年で約 16%
②生活必需品の非所有と回答した割合は約 29%
③支払い困難の経験があると回答した割合は約 14％となっています。（P.4 ～ 6 参照）

○就学援助費を受給している割合は、全体で約 17％となっており、就学援助費を受け取って
いない理由としては、
「就学援助制度を知らなかった」と回答した割合は約６％、
「必要であるが、申請することに抵抗があった」は約３％となっています。（P.7 参照）

（２）保護者の状況について
○保護者が（子どもや子育て等について）本当に困った時に相談したことがある公的機関に
ついては、「学校 ･保育所 ･幼稚園の先生」と回答した割合は全体で約 50％と最も多くなっ
ており、学校や保育所、幼稚園の先生は、保護者の最も身近な相談相手となっています。
また、公的機関に「相談したことがない」と回答した場合の理由については、「相談したい
と思ったことがなかった」を除くと、「相談する窓口や方法がわからなかった」「相談した
かったが、抵抗感があった」の割合が多くなっています。（P.12 ～ 17 参照）
○「子育てひろば（地域子育て支援センター）」や「子ども食堂」、「学校が実施する補充学習
（学習支援）」といった支援制度の利用については、「制度等について全く知らなかった」「利
用の仕方がわからなかった」を合算した割合は約 13 ～ 17%となっています。

（P.18 ～ 19 参照）

（３）子どもの状況について
○子どもの健康状態については、「よい」「まあよい」と回答した割合は、
小学５年生保護者が約 82%、子どもが約 62%（20 ポイントの差）
中学２年生保護者が約 83%、子どもが約 46%（37 ポイントの差）
高校２年生保護者が約 81%、子どもが約 52%（29 ポイントの差）
となっており、保護者が捉えている状態と子どもが感じている状態について約 20 ～ 37 ポ
イントの差があります。（P.26 参照）
○子どもの読書習慣については、「（１ヶ月間全く）読まなかった」と回答した小学１年生の
割合は約５％で、その子どもと同居している保護者が「（１ヶ月間全く）読まなかった」と
回答した割合は、
母親が約 79%、父親が約 78%　　となっています。

○一方、小学１年生全体の保護者が「（１ヶ月間全く）読まなかった」と回答した割合は、
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母親が約 43%、父親が約 51％
となっており、母親で約 36 ポイント、父親で約 27 ポイントの差があり、子どもの読書習
慣は保護者の読書習慣の影響が見られます。（P.27 ～ 28 参照）
○学校以外での過ごし方については、毎日２時間以上「テレビやＤＶＤを見る」「ゲームをす
る」と回答した割合は、
小学５年生が延べ約 54％
中学２年生が延べ約 48%
高校２年生が延べ約 40％
となっており、子どもの学年が低いほど利用時間が長くなっています。（P.34 参照）
○また、毎日２時間以上「携帯電話・スマートフォン等を使う」と回答した割合は、
小学５年生が約 12％
中学２年生が約 35％
高校２年生が約 55％
となっており、子どもの学年が高くなるにつれて「テレビ・ＤＶＤ・ゲーム」から「携帯
電話・スマートフォン等」に移行して、利用時間が長くなる傾向にあります。（P.34 参照）
○一方で、読書を「ぜんぜんしない」割合は、
小学５年生が約 20％
中学２年生が約 27％
高校２年生が約 42％
また、授業以外の勉強を「まったくしない」割合は、
小学５年生が約３％
中学２年生が約８％
高校２年生が約 31％
と子どもの学年が高くなるにつれて多くなる傾向にあります。（P.35・43 参照）
○保護者（高校２年生）が予想する子どもの進学先について、
「高校まで」と回答した割合は約 21％
その理由として、
「家庭に経済的な余裕がないから」と回答した割合は約 23％
そのうち、進学の条件として給付型（返済不要）又は無利子、有利子の奨学金が受けられ
れば考えられると回答した割合は約 87％となっています。（P.53 参照）
○将来の夢（小５・中２）やなりたい職業（高２）について、「ない」と回答した割合は、
小学５年生が約 17％
中学２年生が約 33％
高校２年生が約 35％
となっており、そのうち、夢や職業が「具体的に、何も浮かばないから」「わからない」と
回答した割合が約 80 ～ 89％を占めています。（P.55 ～ 56 参照）
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（４）クロス分析
【生活困難】
○希望する進学先が「大学以上」と回答した子どもの割合は、
生活困難世帯の中学２年生が 37.0％、高校２年生が 38.5％
非生活困難世帯の中学２年生が 53.6%、高校２年生が 60.3％
となっており、約 17 ～ 22 ポイントの差があります。（P.67 参照）

【放課後にほっとできる場所】
○将来の夢が「ある」と回答した子どもの割合は、
「ほっとできる場所が自宅」と回答した子どものうち、
小学５年生が 81.7%
中学２年生が 65.3%

「ほっとできる場所が自宅以外」と回答した子どものうち、
小学５年生が 83.6%
中学２年生が 70.9%

「ほっとできる場所がない」と回答した子どものうち、
小学５年生が 63.5%

（自宅：－ 18.2 ポイント、自宅以外：－ 20.1 ポイント）
中学２年生が 53.6％

（自宅：－ 11.7 ポイント、自宅以外：－ 17.3 ポイント）
となっており、約 12 ～ 20 ポイントの差があります。（P.75 参照）

【学校のクラスの雰囲気の好き嫌い】
○学校の授業について、「いつもわかる」「だいたいわかる」と回答した子どもの割合は、ク
ラスの雰囲気が好きと思っている子どものうち、
小学１年生が 93.0%
小学５年生が 92.5%
中学２年生が 80.6％
高校２年生が 76.8％
好きと思っていない子どものうち、
小学１年生が 80.8％（12.2 ポイントの差）
小学５年生が 84.0％（8.5 ポイントの差）
中学２年生が 66.9％（13.7 ポイントの差）
高校２年生が 61.5%（15.3 ポイントの差）
となっており、子どもの学年が高くなるにつれて差が大きくなる傾向にあります。

（P.86 参照）
【子どもとの関わり】
○「レジリエンス」（逆境を乗り越える力）について、保護者と子どもが学校生活の話をする
頻度が「週１回以上」と回答した子どもの点数は、
小学１年生が 63.0 点
小学５年生が 66.8 点
中学２年生が 64.8 点

「週１回未満」と回答した子どもの点数は、
小学１年生が 46.5 点（16.5 点の差）
小学５年生が 48.1 点（18.7 点の差）
中学２年生が 50.1 点（14.7 点の差）
となっており、約 15 ～ 19 点の差があります。（P.90 参照）
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６　参考
調査票

（小１保護者、小５保護者、小５子ども、中２保護者、中２子ども、高２保護者、高２子ども）
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